























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































修得科目 1950と教育基準 1950，修得科目 1968
と教育基準1950，教育基準1954にはそれぞれ一定
の類似性が見られた。
修得科目1950と教育基準1950は，性格が異なる
が，科目の構成と公共図書館に関する科目の名称が
類似している。
教育基準1954と修得科目1968は，一部を除いて，
必修科目に特定の館種に関連する科目を設けていな
い点で，また教育基準1950，教育基準1954と修得
科目1968は，演習に関する必修科目を設けている
点で類似している。そのほか，教育基準1954と修
得科目1968には，一部の科目名等で類似が見られ
る。
他方，教育基準1954に見られる部門別の分類や，
教育基準1950と1954の両方に見られる図書館経営
に関する科目は，修得科目1968には取り入れられ
ていない。これは，修得科目1968の科目数が少な
いことが制約になっているとも考えらえる。
以上の点から，修得科目1968は，可能な範囲で，
ある程度，教育基準1950，教育基準1954を参考に
している可能性がある。後の修得科目では，教育基
準に含まれていた図書館経営に関する科目及び，各
部門の体系化も取り入れられている。
おわりに
本稿では，修得科目1968に注目して，修得科目
1950，並びに教育基準1950，教育基準1954と比較
検討したが，今後は，1996年，2009年改定の修得
科目についても検討を進める予定である。
謝 辞
本稿をまとめるにあたり，前筑波大学の薬袋秀樹先生
より懇切なご指導を賜りました。ここに記して厚く御礼
申し上げます。
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